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＜病棟連絡事項＞
・洗濯場の天井付コンセントがショートしています。冷蔵庫裏のコンセントを使用し、1台ずつ洗濯機と乾燥機を稼働しています。庶務へは連絡済みです。
・医療福祉学会のお知らせが掲示してあります。
＜患者様連絡事項＞
・小田　沙也加様～臨時薬同内容で処方となっています。
・森　政博様～14:00介護認定調査実施予定です。
・小笠原　大雄様～16:00計画相談員のオンライン面会予定です。
・野坂　翔様～入院前の万引きについて警察署から事情聴取の問合せあり、日程調整しています。場所は西Ａ診察室を利用予定としています。また上北地方福祉事務所からも面会希望あり、日程についてリストアップし再度連絡頂けるとの事です。
・石黒　信博様～訪問看護五福の利用頻度について問い合わせ中です。主治医からは週1回で指示が出ています。
・小泉　裕子様～姉様来院時、PSWより年金証書について確認し借入は無いとのお返事を頂いています。
・山谷　由香様～IFオーダ不穏時リスパダール内用液2mlに変更となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・沼山　真紀子様～朝1/3、昼2/3摂取できています。落ち着いて過ごす事が出来ており危険行動などもありません。引き続き精神症状の観察や食事摂取出来るように声掛けを行っていきましょう。
・安達　貴浩様～話し掛けの多さや嗜好品の自己管理、買い物の回数を増やしたい等の希望あります。他者との口論や不機嫌さを呈する様子はなく経過しています。
・下浅　光敬様～山谷由香様に暴言を吐く、患者ミーティングにて大声で不満を訴えスタッフへの高圧的な態度も目立っています。歯科受診時も介助スタッフへ易怒的な言動あり、対応に注意を要しています。主治医へ情報提供し、必要時は環境調整も検討していきましょう。
・高柳　和子様～食事や服薬には全介助を要しています。床に座り込む、思考停止も見られ適宜介入しています。
・田端　香織様～頓服を希望するも、飲水すると落ち着く場面が3回ほどありました。体重の大幅な増加が無ければ飲水を促していきましょう。
＜村上Dr.患者様診察情報＞

・藤井　理代様～診察にて食事摂取量が少ない事から食事内容変更している事作業療法への参加は出来ているもスタッフへの被害的言動があった事、大声を出す場面があり不穏時薬使用した事、落ち着き無く棟内を移動していること等最近の様子を情報提供している。診察中「右手が痺れるので脳梗塞になったんです！」「美容室に行きたいんです！」等と多弁に話されている様子あり。外出に関して、保健師と2人で外出可能であるか確認するよう指示あり。また臨時薬については増量予定であるが、今後処方していくと。
・森　政博様～尿検査や採血の拒否があった事、アルコール依存症治療プログラムの取り組み状況は良好であるが理解不良さがある事、肩の痛みを訴え湿布剤等の処方を希望されていた事、失見当識様の発言や易怒的になる場面があった事を情報提供。診察にて主治医よりレクチャー15実施して頂いており最後まで説明を聞く事が出来ている。また主治医より採血などの検査を受けるよう説明され「はい」と了承されている。御家族と入所先等の詳細確認し、退院調整を今からしておくよう指示あり。また臨時薬については今後処方していくと。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・川原　サエ子様～診察にて、以前同室者が急変した事に対し「自分のせいだ」と話され希死的な発言が聞かれている事や、詰所付近にて立ち尽くしスタッフを凝視する様子があった事、時折拒食されている事を情報提供。診察中も悲観的訴え聞かれている。処方薬変更は無い。
・飯岡　未来様～診察にて夜間、スタッフへ暴言を吐く場面数回見られていた事
　　や作業療法参加中ににやつきながら床を転がる行為があった事

時折不穏時薬使用している事を情報提供。

診察中穏やかに受け答え出来ている。処方薬変更は無い。
・中里　慶子様～診察にて北病棟へ移動や青山荘への入所、セカンドオピニオンについて希望されていた事を情報提供している。主治医より
青山荘入所については許可あり。セカンドオピニオンについて希望する理由について問われると

「セカンドハラスメントが…」「伝わりにくいからです…」等と明確な理由が無い為、自身で希望する明確な理由を説明できるようにするよう声掛けされている。処方薬変更は無い。
・沼山　真紀子様～診察にて食事摂取量は依然として少ないものの、落ち着いており危険行動なども無い事、漢方薬の増量を希望されていた事を情報提供。診察中穏やかに受け答え出来ている。

[1] 19ツムラ小青竜湯エキス顆粒3g／包　 3 包 1日2回
朝夕食前→1日3回　毎食前へ増量となる。
・鳴瀬　裕之様、西　和世様、中村　聡様～処方薬変更は無い。
＜小栁Dr.患者様診察情報＞

・山谷　由香様～幻聴著明にあり不穏時薬3回使用して経緯がある事、男性患者様が易怒的に怒鳴り、詰め寄ってきた事から昔の事を思い出し流涙していた事を情報提供している。診察中は穏やかに受け答え出来ているが「最近涙腺が弱くて…」「最近腰が痛くて」「食事をするだけで疲れるんです」と訴えあり。湿布剤は処方されてある事からも体操を行い体力や筋力を付けるよう説明され了承している。
10/25定期より[5] ロナセンテープ40mg 7 枚 1日１回　１枚貼付[4] ラツーダ錠80mg1錠1日1回　朝食後 →20mg 2 錠 1日1回　朝食後 へ減量となる。また本人より腹部症状の訴えがあった為[3] 酸化マグネシウム錠330mg 3 錠 1日3回　毎食後 →1日1回　夕食後のみに減量となっている為除剤している。また前腕部や手背に湿疹あり軟膏塗布するもが以前無い為次回皮膚科受診するよう指示もあり。
・小笠原　大雄様～診察にて表情冴えない場面が多く、下痢時・不穏時・不眠時を連日使用している事、母様からの差し入れが本人の希望通りの内容でなかった事に不満訴えていた事、等最近の様子を情報提供。診察中も自身の不調をスマートフォンメモした物を主治医へ伝えている。

[4] タンドスピロンクエン酸塩錠10mg　3錠1日3回　
毎食後 →6 錠へ増量となる。また夜間中途覚醒の訴えある為ＩＦオーダ：不眠時デエビゴ錠が2回/日まで使用可能となっている。
・松川　順子様～診察にて準夜帯に「今までで一番具合が悪い」と不調を訴え不穏時使用しているが、以降は頓服薬使用せずに過ごせている　事を情報提供。診察中も「便が出にくいんです」等と訴えている場面あり。処方薬の変更は無い。
・石切　久様～診察にて妄想発言等の訴えは特に聞かれず落ち着いて過ごされている事、作業療法の参加状況は良好であるがにやつきながら「彼女」「微笑み」等の内容をノートに書き、他者へ意見を求める場面があった事等を情報提供している。
診察中夜間中途覚醒があると訴えあり、明日よりベルソムラ錠15mg 1 錠 1日1回　ねる前 →20mg 1 錠へ増量 オランザピンOD錠2.5mg 1 錠 1日1回　ねる前→5mg1錠へ増量となる。
・春山　明子様、加藤　進様、西川　和恵様～処方薬変更無し。
＜作業療法＞

・藤井　理代様～折り紙手芸への取り組みは集中しているが、こだわりが強く作業時間外でも実施している。材料もOTスタッフへ預けず「いたずらされるから」と言い自身で管理している。被害妄想の悪化や日課への影響があれば材料の管理方法を検討していく。
・島脇　法子様～声掛けにて作業療法室へ移動出来ている。引き続き、行動範囲を拡大し参加を促していく。
・飯岡　未来様～体育館で横臥し「愛のセレナーデ」と話す場面あり。石切久様との距離にも注意していく。
・鈴木　達也様～体操への参加率が下がっていることから促していく。
・山谷　由香様～作業療法へ集中することで幻聴が気にならないと話されている。
＜業務改善検討＞

・各勤務交代時に救急カートのダブルチェックを行い、物品の在庫や配置を把握していく予定です。
・CSセットの配置について意見を募り、変更を検討中です。
＜転入患者様情報＞
・担当Ns：榊Ns
・電子カルテ、サマリー参照。
